
表紙 背表紙

石 西 礁 湖
自然再生全体構想
行動計画2019-2023

新元号元年○月
石西礁湖自然再生協議会

写真

写真

タイトル ロゴ

参考資料５

行動計画冊子イメージ図



１ページ ２ページ

はじめに

もくじ

石西礁湖自然再生とは
（全体構想概要版参考）

石西礁湖とは
（全体構想概要版参考）

2019-2023行動計画とは
（「平成19年の全体構想を基に、10年間での石西礁湖の
状況の変化や協議会の取組等を踏まえ、５年間の取組を
全体構想の追加資料として取りまとめたもの」等記載）



３ページ ４ページ

サンゴ礁生態系の恩恵
（全体構想概要版参考）

石西礁湖の現状
（全体構想概要版参考）



石西礁湖自然再生の目標
（全体構想概要版参考）

短期目標期間の概要

自然再生の原則
（全体構想概要版参考）
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短期目標の取組結果

達成できた点 今後重点的に取組むべき点
＜今後重点的に取り組むべき点＞

（１）攪乱要因の除去
２）赤土等流出防止対策

・人手や機械の不足解消
・継続する上での体制づくりや費用の捻出
・農家への周知や地元への呼びかけの継続

（１）攪乱要因の除去
３）排水等対策

・栄養塩類や化学物質の現状把握と対策

（２）良好な環境創成
１）サンゴ礁生態系の再生

・大規模な白化現象を見据えた活動
・費用対効果を含めた事業の効率化

（４）意識の向上・広報啓発
１）サンゴ礁生態系に関する
一般的な理解の増進

・活動継続のために人材・費用・モチベー
ション不足解消
・評価方法の検討
・普及啓発から行動につながる内容やテー
マの設定
・対象に応じた段階的な普及啓発の実施
・各取組の受け皿施設となりうる地域の拠
点づくり

（５）調査研究・モニタリング
・対策につながる調査の実施
・栄養塩類による影響の解析とモニタリン
グの継続

＜達成できた点＞

（１）攪乱要因の除去
１）オニヒトデ等による食害
及び病気への対応

・関係機関・団体での情報共有および駆除の
実施

（１）攪乱要因の除去
２）赤土等流出防止対策

・サトウキビの株出し栽培の推進
・下水道接続率の増加

（２）良好な環境創成
１）サンゴ礁生態系の再生

・再生技術の開発、確立

（４）意識の向上・広報啓発
１）サンゴ礁生態系に関する
一般的な理解の増進

・各種イベントの実施
・小学校への環境教育や自然体験学習の実施

（５）調査研究・モニタリング
・サンゴ群集の経年的な変動把握
・水質モニタリングおよび栄養塩類の影響の
把握

平成29年度協議会で取りまとめられた
結果を用いる

例例



特に、ここ10年間で顕著になった
石西礁湖の状況の変化
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部会時に事前に意見収集

各部会で集め、学術部会等でまとめる

・大規模白化
・赤土微細粒子
・マイクロプラスチック
・観光開発

etc.
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『全体構想』の長期目標（２０３７年）の達成に向けて、私たち
は２０２３年までの５年間、次の３つの分野、１５の方針に基づ
き、取組を実施します

１．サンゴ礁の今を調べる ＝「知る」

２．豊かなサンゴ礁の姿を取り戻す ＝「守る」

３．サンゴ礁の恵みや大切さを伝える ＝「伝える」

①サンゴ礁の実態や変化を知る
②サンゴ礁への陸からの影響を知る
③サンゴ礁を守る活動の効果を知る
④ひとつひとつの活動をつなぐ
⑤サンゴ礁を皆で見守る

①サンゴ礁の恵みを伝える
②「サンゴ礁の現状や守る取組」を皆に伝える
③未来につなぐため八重山に住む子どもたちに伝える
④サンゴを守るための活動の場をつくる
⑤サンゴを守る活動を地域づくりへと広げる

①サンゴ礁の海を汚さない
②サンゴが生息できる環境を取り戻す
③サンゴ礁への負荷を減らす観光を進める
④サンゴ礁の回復を助ける
⑤一人ひとりが行動し皆で守る体制をつくる

取組期間：５年間（2019-2023）

取組方針

行動計画のフォロー
アップ及び見直し

行動計画の位置づけ



行動計画2019-2023の取組方針

１．サンゴ礁の今を調べる ＝「知る」

＜考え方＞
①サンゴ礁の実態や変化を知る
・継続的なモニタリングにより、サンゴ礁やサンゴ群体の“実
態”を把握するとともに、変化を把握するモニタリングを行う
・長期的な評価指標を加えるなどモニタリング項目を再検討
する

②サンゴ礁への陸からの影響を知る
・栄養塩類や赤土がサンゴに与える影響、それらとサンゴ
礁の現状との関係性など、陸域からの影響の“実態“をつ
かむ

③サンゴ礁を守る活動の効果を知る
・攪乱要因の除去や環境負荷の軽減等、具体的取組の実施
や実施効果の評価につながるようなモニタリングを行う

④ひとつひとつの活動をつなぐ
・モニタリング結果を有効活用し、陸域及び海域を通じた総
合的な取組対策を促進させる

⑤サンゴ礁を皆で見守る
・モニタリングの結果を市民に分かりやすく伝えたり、市民で
も参加できるモニタリングを実施したりすることで、サンゴ礁
を協議会委員だけでなく多くの市民全体で見守る

イメージ図または写真

部会関係の話



２．豊かなサンゴ礁の姿を取り戻す ＝「守る」

＜考え方＞
①サンゴ礁の海を汚さない
・生活排水対策、赤土流出防止対策だけでなく、観光施設
や畜産業による排水、農薬や化学肥料など陸域からの負
荷の実態やその影響を洗い出し、対策を実施する

②サンゴが生育できる環境を取り戻す
・サンゴ自身の成長により生態系が回復していけるような環
境・基盤をつくっていく

③サンゴ礁への負荷を減らす観光を進める
・大幅に増加している観光客による負荷（フィンキックや踏み
付け、日焼け止めなどの実態を把握し、サンゴ礁への負
荷を減らす観光を進める

④サンゴ礁の回復を助ける
・２０１６年の大規模白化による深刻な影響を受けている状
況から、積極的な修復事業などによりサンゴ礁の回復を
手助けする

⑤一人ひとりが行動し皆で守る体制をつくる
・白化等の大規模な攪乱が今後も起こることを前提として、
関係者が連携して保全する体制を構築する
・各主体のそれぞれの取組がサンゴ礁保全につながる役割
分担の重要性を認識し、積極的に取組を進める

イメージ図または写真

部会関係の話



３．サンゴ礁の恵みや大切さを伝える ＝「伝える」

＜考え方＞
①サンゴ礁の恵みを伝える
・サンゴ礁は多様な生きものが生活する場であり、私たちに
多くの恵みを与えてくれる地域の宝であること、サンゴ礁
を守るため一人ひとりにできることがあることを伝える

② 「サンゴ礁の現状や守る取組」を皆に伝える
・市民や観光客などに、様々なイベントや媒体をとおしてサ
ンゴ礁の現状やサンゴ礁を守る取組などを伝える

③未来につなぐため八重山に住む子どもたちに伝える
・八重山の全ての子どもたちがサンゴ学習を受けたり、サン
ゴ礁を自分の目で見る体験の機会をつくることで、サンゴ
礁のことをもっと好きになってもらう

④サンゴを守るための活動の場をつくる
・サンゴを守るための環境教育や体験活動などを行うため
の拠点づくりを検討する
・多くの市民や観光客に対して、サンゴを守る活動の機会
を提供する

⑤サンゴを守る活動を地域づくりへと広げる
・サンゴ礁の保全に関する活動や取組の広がりを通じて、
八重山の持続可能な豊かな地域社会づくりにつなげる

イメージ図または写真

部会関係の話



委員の連携および
役割分担

例



2023年のための評価方法

「取組方針」と「展開すべき取組」の関係表



石西礁湖自然再生協議会 規約



自然再生協議会 細則



協議会の体制図

奥付
協議会委員の数

（個人、団体・法人 等の
グループ分けで記載）
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